
今
回
の
報
告
で
は
、
い
わ
ゆ
る
和
丹
両
流
の
形
成
の
情
況
と
以

降
の
様
子
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〃
家
職
〃
と
〃
家
格
〃
、
お
よ
び
兼
職
の

情
況
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
の
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

（
日
本
医
科
大
学
）

下
の
典
薬
寮
の
長
官
（
典
薬
頭
）
あ
る
い
は
皇
后
宮
職
隷
下
の
施
薬

院
の
長
官
（
施
薬
院
司
使
）
を
〃
家
職
″
に
し
て
い
た
。

し
か
し
〃
家
格
″
の
点
で
は
、
両
氏
の
間
に
若
干
の
差
が
あ
っ

た
。
丹
波
氏
の
極
位
が
正
四
位
下
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
き
、
和

気
氏
で
正
五
位
上
よ
り
上
位
に
立
っ
た
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
あ

る
○

半
井
本
「
医
心
方
」
の
仮
名
注
、
す
な
わ
ち
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る

小
字
傍
注
を
書
い
た
の
は
、
巻
八
巻
首
の
識
語
の
中
に
「
初
下
鮎

行
盛
朝
臣
朱
星
鮎
墨
假
字
重
加
鮎
重
基
朝
臣
朱
星
鮎
假
字
勘
物

…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
行
盛
朝
臣
と
重
基
朝
臣
の
二
人
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
行
盛
は
文
章
博
士
・
藤
原
行
盛
で
「
金
葉
和
歌

集
』
（
大
治
二
年
／
二
二
七
年
）
に
二
首
の
歌
が
入
選
し
て
い
る
。

重
基
は
権
医
博
士
・
丹
波
重
基
で
大
治
五
年
（
二
三
○
年
）
に
関

白
の
治
療
を
し
た
記
録
が
あ
る
と
い
う
。
（
杉
立
義
一
二
医
心
方
』

半
井
家
本
の
一
考
察
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
『
中
国
古

代
科
学
史
論
』
別
刷
。
一
九
八
九
年
三
月
、
六
九
七
頁
）

仮
名
注
は
字
音
注
と
和
訓
注
が
あ
る
が
、
和
訓
注
の
中
か
ら
病

名
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
検
討
し
た
い
。
検
討

７
半
井
本
「
医
心
方
」
の
病
名
仮
名
訓

岩
井
佑
泉
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資
料
は
仮
名
注
成
立
に
約
二
百
年
先
行
す
る
源
順
の
「
倭
名
類
聚

抄
」
（
九
三
四
年
頃
）
を
中
心
と
し
、
狩
谷
望
之
「
菱
注
倭
名
類
聚
抄
』

（
文
政
十
年
／
一
八
二
七
年
成
立
・
明
治
十
六
年
／
一
八
八
三
年
刊
）
、

大
槻
文
彦
『
言
海
」
（
明
治
二
十
四
年
／
一
八
九
一
年
）
等
を
参
考
と

す
る
。

『
医
心
方
」
巻
数
漢
語
病
名
『
医
心
方
」
仮
名
訓
『
倭
名
類
聚
抄
」

コ
ヱ
ヲ
ウ
シ
ナ
ヘ
失
聲
・
比
古
恵
古

①
巻
三
失
音

ル
／
コ
ロ
ロ
ク
路
々
久

ミ
ミ
シ
イ
／
ミ
ミ

②
巻
五
耳
聾
キ
カ
ス
聾
・
美
々
之
比

③
脾
耳
ミ
ミ
タ
リ
脾
耳
・
美
々
太
利

④
耳
町
騨
ミ
ミ
ク
ソ
町
・
美
々
久
曾

⑤
目
渭
盲
ア
キ
シ
ヒ
阿
岐
之
比

⑥
雀
盲
ト
リ
メ
度
利
女
下
総
本
の
み
「
俗
云

⑦
重
舌
コ
シ
タ

古
之
太
‐
一

⑧
巻
七
陰
頽
ソ
ヒ
曾
比

シ
リ
イ
ッ
ル
ヤ
マ
脱
症
・
之
利
以
豆
流

⑨
脱
肛

上
夜
萬
比
古
無
良
加
倍
利
／
加

⑩
巻
八
轌
筋
コ
ム
ラ
カ
ヘ
リ

良
須
奈
倍
利

⑯⑮ ⑭
巻
十
価

⑪
巻
九

⑫⑬

右
の
よ
う
に
『
医
心
方
」
の
仮
名
訓
は
そ
の
多
く
が
「
倭
名
類

聚
抄
』
の
万
葉
仮
名
に
よ
る
和
訓
と
一
致
が
見
ら
れ
る
。
『
倭
名
類

聚
抄
』
巻
三
病
類
第
四
十
を
中
心
と
す
る
百
余
り
の
病
名
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
「
諸
病
源
候
論
』
か
ら
、
残
り
は
『
説
文
」
、
「
玉
篇
」
、

「
唐
韻
」
な
ど
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
①
の
コ
ロ
ロ
ク
は

狩
谷
望
之
は
注
で
「
喉
が
鳴
る
の
を
コ
ロ
ロ
ク
と
い
う
の
で
訓
と

し
て
誤
り
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
言
海
」
の
「
こ

ろ
ろ
く
喉
カ
ワ
キ
テ
、
コ
ロ
コ
ロ
ト
鳴
ル
」
と
い
う
記
述
か
ら

も
確
認
さ
れ
、
『
医
心
方
」
の
病
名
仮
名
訓
は
「
倭
名
類
聚
抄
」
の

記
述
を
誤
り
も
と
も
に
踏
襲
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
埼
玉
県
浦
和
市
）

綴瘤
痕

歎
嗽

喘
息

嘘

シ
ハ
フ
キ

ア
ヘ
キ

サ
ク
リ

ア
タ
ハ
ラ
／
シ
ラ

タ
ミ

エ
カ
ハ
ラ

カ
メ
ハ
ラ

之
波
不
岐

阿
倍
岐

職
喧
・
佐
久
利

阿
太
波
良
／
之
良
太

美衣
賀
波
良

加
女
波
良
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